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個が44人（18.0%）， 1 個が90人（36.7%）， 2 個が87人
（35.5%），3個が24人（9.8%）だった．疾患リスク 2個以
上保有に対する内臓脂肪面積の曲線下面積は0.67（95%
信頼区間，0.60, 0.74）だった．一方，内臓脂肪体積の曲線
下面積は0.69（0.63, 0.76）と僅かに改善したが，両者に
有意差は認められなかった（P=0.28）．疾患リスク 2個
以上保有を判定する内臓脂肪体積の基準値は4160 cm3
（3.83 kg）で，この値の感度と特異度はそれぞれ0.74と0.63
だった（図）．内臓脂肪体積および面積の 1標準偏差上
昇に伴う高血糖保有のオッズ比は1.53（0.97, 2.42）と1.29
（0.85, 1.96），脂質異常の保有に対しては1.56（1.06, 2.30）
と1.54（1.08, 2.20），高血圧に対しては1.40（0.93, 2.11）と1.59
（1.08, 2.34）だった．
 
【結論】内臓脂肪面積と内臓脂肪体積の疾患リスク判定
能に有意差は認められなかった．内臓脂肪体積の基準値
は4160 cm3（3.83 kg）と推定された．本研究では，対象
者が男性のみで，かつ肥満者が中心であったことから，
より一般化可能性の高い集団において基準値を提案する
ことが今後の課題と考えられる．
図.　内臓脂肪体積と面積の疾患リスク判別能の比較と基準値の
推定
